
足
元
の
宝
物
で
日
本
を
再
生
（
２
０
１
５
・
１
１
・
１
９
） 

  

日
本
は
肩
書
社
会
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
人
間
を
地
位
で
評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
。
同
様
に
事
物
に
つ
い

て
は
国
際
や
世
界
と
い
う
接
辞
を
重
視
し
、
最
近
、
人
気
の
あ
る
代
表
は
世
界
遺
産
で
あ
る
。
国
際
連
合
の
専
門
機
関
の
認

定
で
あ
る
か
ら
肩
書
と
し
て
は
十
分
で
、
全
国
各
地
が
登
録
に
奔
走
し
て
い
る
。
自
然
環
境
や
歴
史
遺
産
を
保
全
す
る
本
来

の
目
的
も
幾
分
か
は
あ
る
に
し
て
も
、
本
音
は
観
光
資
源
と
し
て
の
お
墨
付
き
の
獲
得
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
集
客
の
数
字
を
調
査
し
て
み
る
と
、
以
外
に
も
期
待
を
裏
切
る
結
果
で
あ
る
。
登
録
さ
れ
た
年
度
の
訪
問
客
数

を
一
〇
〇
と
し
、
以
後
の
動
静
を
計
算
し
て
み
る
と
、
文
化
遺
産
で
あ
る
法
隆
寺
は
九
年
後
に
六
〇
、
姫
路
城
は
九
年
後
に

七
一
、
厳
島
神
社
は
八
年
後
に
七
七
、
熊
野
古
道
は
七
年
後
に
八
四
、
石
見
銀
山
は
六
年
後
に
七
二
と
減
少
し
て
い
る
。
自

然
遺
産
も
屋
久
島
は
八
年
後
に
九
〇
、
知
床
半
島
は
六
年
後
に
六
八
と
な
り
、
富
士
山
の
登
山
客
数
も
二
年
後
の
今
年
は
五

八
と
低
調
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
白
川
郷
は
七
年
後
に
二
〇
〇
、
琉
球
王
朝
の
遺
跡
は
四
年
後
に
一
一
六
な
ど
、
肩
書
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

世
界
遺
産
も
あ
る
が
、
有
名
に
な
っ
て
千
客
万
来
を
期
待
す
る
と
、
大
半
は
思
惑
の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
そ
の
一
方
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
加
茂
水
族
館
は
観
客
が
年
間
一
〇
万
人
以
下
に
な
り
閉
館
寸
前
に
な
っ
た
が
、
館
長

以
下
が
眼
前
の
海
中
か
ら
採
集
し
た
ク
ラ
ゲ
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
新
館
の
建
設
効
果
も
あ
っ
て
直
近
の
一
年
で
八
〇
万
人

突
破
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
は
例
外
で
、
日
本
国
民
は
自
身
で
価
値
を
発
見
す
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
。
写
楽
の
版
画
は
現
在
一
枚
一
〇
〇
〇
万

円
以
上
す
る
が
、
寛
政
年
間
に
短
期
し
か
活
躍
し
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
時
代
ま
で
忘
却
さ
れ
て
い
た
。
大
正
時
代
に
ド
イ

ツ
の
美
術
史
家
が
写
楽
を
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
と
も
に
世
界
三
大
肖
像
画
家
と
評
価
し
た
結
果
、
突
然
の
人
気

と
な
っ
た
が
、
す
で
に
大
半
が
外
国
に
流
出
し
て
お
り
、
七
〇
〇
枚
余
の
本
物
の
う
ち
国
内
に
は
二
〇
〇
枚
弱
し
か
存
在
し

な
い
。 

 

奈
良
の
興
福
寺
は
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
令
で
寺
領
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
、
寺
院
を
維
持
で
き
な
い
ほ
ど
の
苦
境
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
五
重
塔
と
三
重
塔
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
価
格
で
数
十
万
円
の
値
段
と
な
っ
た
。
買
主
は
焼
却
し
て

金
属
の
み
を
回
収
す
る
思
惑
で
あ
っ
た
が
、
周
囲
の
住
民
が
延
焼
を
理
由
に
反
対
し
た
た
め
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後

年
、
両
者
と
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
革
命
時
期
の
特
殊
事
情
と
は
い
え
、
価
値
を
見
抜
け
な
か
っ
た
典
型
で
あ
る
。 

 

こ
の
傾
向
は
現
在
に
も
継
続
し
て
い
る
。
昨
今
、
和
食
が
世
界
で
流
行
し
て
い
る
が
、
契
機
は
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
が

国
民
の
食
事
内
容
を
見
直
し
、
雑
穀
、
野
菜
、
魚
介
を
中
心
と
す
る
江
戸
時
代
の
日
本
庶
民
の
食
事
を
最
高
と
評
価
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
和
食
が
人
気
と
な
り
、
現
在
、
海
外
に
は
日
本
国
内
の
二
倍
以
上
に
相
当
す
る
九
万
店
近
い
日
本

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
か
ら
日
本
で
は
肉
食
が
急
増
し
、
最
近
で
は
魚
介
の
消
費
を
上
回
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
性
向
は
明
治
時
代
の
文
明
開
化
の
名
残
の
よ
う
で
あ
る
が
、
和
魂
洋
才
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
祖
先
は
単
純

に
西
欧
文
明
を
導
入
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
人
数
が
ア
ジ
ア
で
突
出
し
て
い
る
の
は
、

フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
を
物
理
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
を
宇
宙
な
ど
、
西
欧
文
明
を
日
本
の
精
神
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
翻
案
し
た
効
果
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
科
学
の
み
で
は
な
く
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
野
球
、
オ
ペ
ラ
を
歌
劇
な
ど
文
化
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
輸
入
し
展
開
す
る
商
業
主
義
の
洋
魂
洋
才
が
隆
盛
に
な
る
一
方
、

日
本
旅
館
や
公
衆
浴
場
の
よ
う
に
、
日
本
国
民
が
敬
遠
し
つ
つ
あ
る
文
化
を
外
国
の
人
々
が
評
価
し
は
じ
め
て
い
る
。
国
際

観
光
客
数
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
経
済
利
益
以
上
に
、
相
互
理
解
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
も
足
元
に
あ
る
原
石
を
自
身
で
発
見
し
て
宝
石
に
す
る
才
覚
が
必
要
で
あ
る
。 


